
はじめに
　私たちは，空間に生きている。空間において行動し，
空間について思考する。具体的には，スマートフォンを
探したり，目的地への移動中に道に迷ったり，折り紙を
折ったり，データをグラフや図を用い可視化したりして
いる。言い換えれば，空間に関する情報や知識を，獲
得し利用している。
　空間に関する情報は，どのように貯えられているのだ
ろうか。最初はばらばらかもしれないが，しだいに相互
に関係づけられ，体制化された知識となる，つまり，空
間表象や空間概念が形成されると考えられる。「空間
認知の発達」研究における大きなテーマの一つは，こ
の形成過程であった。
　「空間認知の発達」を研究する方法は数多くあるが，
見て興味をひかれるのは描画である。身近に幼児や

小学校の低学年の子どもがいれば，A4サイズの用紙と
クレヨン等のセットを用意し，山の下からてっぺんまで，
家や木のある絵を描いてもらおう。描き終わったら，い
ま描いた家に煙突から煙が出ている絵を，ただし風は
吹いていません，と言い添えて描いてもらおう1。
　私が今回集めた絵を図1に示した。上の2枚は，予
想どおりと言うか，期待どおりの絵であった。つまり，
家や木が，鉛直ではなく，山の斜面に対して垂直に描
かれている。また6歳児の絵では，右側の家の煙突か
ら出ている煙が，下に向かって出ている。この2枚の
絵と，図の下に示した8歳から13歳の絵を比較すると，
質的な違いがあると感じる。
　上記のような変化，難しく言えば，空間の組織化の
水準や構成される空間関係は，操作の発達（一般的知
能の発達）に依存する，と考えたのがピアジェ（Piaget, 
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図1 山の斜面に描かれた家や木
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J.）であった。空間は多くの物から構成されているが，
一つの物の認識でさえも，行為の協応を通して，知的
に構築されると主張したのである2。その根拠は，自身
の3人の子どもを対象にした，物の永続性に関する観
察であった。

論文数の変化
　その後の研究は，1960年代以降に，ピアジェの観
察やピアジェが考案した「3つの山問題」等の課題を
追試するところから行われた。私が「空間認知の発
達」という研究の山に登り始めたのは，1980年代であ
る。主観的な印象であるが，登山者が多く活気があっ
た。1990年代には，「空間認知の発達研究会」が発足
し，学会や合宿で議論が活発に行われ，本も出版され
た3。国内の研究だけでレビュー論文を書くこともでき
た4。しかし，2000年代以降は，学会に出かけても空
間認知の発達に関する発表が少ないと感じることが多
くなった。
　そこで今回，この印象を，行動科学と社会科学を網
羅するデータベースPsycINFOを用いて客観的に検証
してみた。サブジェクト用語に“spatial cognition”が
なかったため，まず，分類で“Cognitive & Perceptual 

Development”を指定し，次に，サブジェクトに“spatial”
を含むものに限定した。さらに，ソースが学術専門誌で，
年齢層を私が関心を持っているchildhood（birth-12 

yrs）という条件で絞り込んだところ，2,381件であった
（2023年10月13日に検索）。このデータを1960年代
（1960～1969年）から10年単位で示したものが図2

の棒グラフである。また，10年ごとの件数を同じ条件
の“Cognitive & Perceptual Development”の件数で
割った値を折れ線グラフで示した。
　さて，結果を見ると，論文数は1980年代までは急
激に上昇しているが，それ以降は横ばいに近い。しか
し，“Cognitive & Perceptual Development”に分類
された論文数は1960年代以降ずっと増加しているた
め，それを分母とした“spatial”を含む論文数の割合を
みると，1970年代以降ずっと減少している。ちなみに
この傾向は2020年から2023年のデータにおいても同
様であった。さらに悲しいことに，研究対象の年齢層
がchildhood（birth-12 yrs）である論文全体における
“Cognitive & Perceptual Development”のシェアは，
1980年代の18%をピークに減少しており，2010年代は

9%であった。したがって，子どもを対象にした研究全
体における空間認知のシェアの低下傾向は，図2の折
れ線の傾きの約2倍ということになる。

研究テーマの変遷
　空間認知の発達に関する論文数やシェアが右肩上が
りであればよかったが，そうでないからといって，それほ
ど悲観する必要はない。「空間認知の発達」の山にお
いても，新たな芽がたくさん出て，その中から大木が育
ちつつある。
　先ほどの2,381件のデータを使い，各論文におけるサ
ブジェクトを抽出し，全期間で出現頻度が50以上のも
のを分類し，表1の左側に示した（今回は発達の時期
に関するサブジェクトは除外した）。さらに，1999年まで
と2000年以降とに分けて，件数と各期間の論文数を
分母とした割合を算出し，表の右側に示した。
　2つの時期における変化が大きかった研究テーマを
中心に表を見ていこう。まず「領域」では，知覚発達
が減少している。具体的には，表の中ほどにある「知
覚」において，形の知覚などが減少している。また，
「年齢差・性差」や「表象・概念」に関する研究も減
少気味で，後者では概念形成がかなり低下している。
これらの変化を言い換えれば，空間はどのように知覚
されているか，空間に関する情報はどのように体制化
されているか，といった問いから出発し，空間認知の発
達段階を明らかにするような研究が少なくなった，と言
えるであろう。
　それに対して，空間認知の発達を「能力」や「記憶」
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図2 PsycINFOで“Cognitive & Perceptual Development”に分類さ
れた論文の中で，サブジェクトに“spatial”が含まれ年齢層がchildhood 
（birth-12 yrs）である論文の本数（左軸）と割合（右軸）

サブジェクトに“spatial”が含まれる論文の本数
“Cognitive & Perceptual Development”に分類された論文数を
分母とした割合
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「思考等」のテーマと関連させた研究が増加している。
この増加の背景として，ワーキングメモリに関する研究
が活発に行われ，その中に視空間性の側面があること，
空間認知の発達を教育や学習と関連づけながら研究
するようになったこと，が考えられる。

今後の課題
　最後に，研究テーマの移り変わりを踏まえつつ，私が

興味や関心を持っている幼児教育や数能力の発達の
観点から，今後の課題を検討しよう。
　まず，研究テーマの「思考等」中では，空間学習の増
加が目立っていた。これは，国内外でSTEM（Science, 

Technology, Engineering, and Mathematics）教育や
空間的思考力の育成が重視されるようになってきたこ
とと関係している。STEM学習では，前，左，裏といっ
た空間言語を理解したり，グラフや図，地図などを読ん

研究テーマ
全期間 1999年まで 2000年以降

変化
件数 % 件数 % 件数 %

領域
認知発達（cognitive development） 456 19.2 247 19.2 209 19.1
知覚発達（perceptual development） 245 10.3 200 15.6 45 4.1 ↓
言語発達（language development） 95 4.0 48 3.7 47 4.3

年齢差・性差
年齢差（age di�erences） 491 20.6 353 27.5 138 12.6 ↓
性差（human sex di�erences） 158 6.6 101 7.9 57 5.2 ↓

能力
空間能力（spatial ability） 481 20.2 232 18.1 249 22.7 ↑
視空間能力（visuospatial ability） 81 3.4 12 0.9 69 6.3 ↑
算数能力（mathematical ability） 78 3.3 11 0.9 67 6.1 ↑
認知能力（cognitive ability） 64 2.7 21 1.6 43 3.9 ↑

知覚
空間知覚（spatial perception） 472 19.8 291 22.6 181 16.5 ↓
視知覚（visual perception） 162 6.8 106 8.2 56 5.1 ↓
形の知覚（form and shape perception） 75 3.1 62 4.8 13 1.2 ↓
視覚弁別（visual discrimination） 53 2.2 43 3.3 10 0.9 ↓

定位
空間定位（spatial orientation） 384 16.1 266 20.7 118 10.8 ↓

記憶
空間記憶（spatial memory） 149 6.3 47 3.7 102 9.3 ↑
短期記憶（short term memory） 101 4.2 17 1.3 84 7.7 ↑
記憶（memory） 87 3.7 59 4.6 28 2.6 ↓

表象・概念
空間構成（spatial organization） 337 14.2 246 19.1 91 8.3 ↓
認知地図（cognitive maps） 85 3.6 52 4.0 33 3.0 ↓
概念形成（concept formation） 79 3.3 65 5.1 14 1.3 ↓
描画（drawing） 78 3.3 60 4.7 18 1.6 ↓

思考等
認知過程（cognitive processes） 87 3.7 44 3.4 43 3.9
手がかり（cues） 80 3.4 40 3.1 40 3.6
空間学習（spatial learning） 74 3.1 12 0.9 62 5.7 ↑
推論（reasoning） 55 2.3 14 1.1 41 3.7 ↑
心的回転（mental rotation） 54 2.3 14 1.1 40 3.6 ↑
空間イメージ（spatial imagery） 52 2.2 38 3.0 14 1.3 ↓

注） 割合を算出する際に分母とした件数は，全期間：2381，1999年まで：1285，2000年以降：1096である。 
変化の列は，1999年までと2000年以降の％の比が，0.75以下か1.25以上の場合に矢印を付け，0.5以下か1.5以上の場合に色を付けた。

表1 空間認知の発達に関する論文における研究テーマ：期間別の件数と割合
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だり作成したり，空間的な推論を行ったりする。そのた
め，これらのスキルを幼年期から身につける必要がある。
　幼児期においては，読み書きや計算，そして近年で
は英語教育などが重視されることはあっても，空間的
思考力の育成は積極的に行われてこなかった。しかし，
海外の研究では，パズルや積み木などの空間的な遊び
の量と，図形の心的変換を伴う課題の成績との間に関
係があることが明らかにされており5, 6，環境を通して教
育を行うことを基本としている日本の幼児教育におい
ても，さまざまな活動を通して，空間的思考が培われて
いると考えられる。
　今後は，日本において以前から使われていた折り紙
等も含め7，幼児の空間的思考は，どのような場面で生
起するのか，各場面で保育者はどのようにかかわって
いるのか，といった実態を明らかにしていく必要がある。
また，積み木などの構成遊びにおいて，役割遊びと同
程度に自己調整機能が働いていることが示唆されてい
るため8，空間的経験が発達に及ぼす影響を幅広く検
討すべきであろう。
　次に，研究テーマの「能力」の中から，算数能力を
取り上げよう。空間と数との間には密接な関係がある。
例えば，心的回転課題が得意な人は，数学の課題も得
意な傾向があるだけでなく，心的回転の訓練を受けた
子どもは，代わりにクロスワードパズルを解いた子ども
に比べて，計算問題の成績が有意に向上した9。最近
のメタ分析においても，空間的な訓練が算数や数学の
成績を向上させることが確認されているが，そのメカニ
ズムは不明である10。計算問題の成績に関しては，手
指の巧緻性が影響することが明らかにされているた 

め 11，積み木などの経験が手指の巧緻性を経由して算
数能力に影響を及ぼしている可能性もあるだろう。
　国内でも，小学生を対象にした研究で，空間言語や
心的折り紙，そして心的数直線の得点が，算数の文章
題テストや標準学力テストの得点と相関があることが
示されている12。算数では図を描いて考えるよう指導
することがあるが，線分図などで表現することで，問題

の構造を整理し考えやすくなる。そのような図の基本
が数直線で，幼児期から心的に形成されつつあるが 13，
明らかにされていないことも多い。数と空間の初期の
交わりに，空間認知の観点から積極的アプローチする
ことが期待される。
　最後に，個人差について触れておきたい。イメージ
能力の個人差に関する研究は以前からあったが，最近，
あらためて注目を集めている。その契機は，2015年に，
視覚的なイメージを思い浮かべることができない状態
や，心的イメージの形成が難しい特質に対して，アファ
ンタジアと命名されたことであった14。日本でも大規模
な調査が行われ，成人では約3.7%存在することが明ら
かになっている15。
　アファンタジアは，心的回転課題など行う場合，対象
を心的に回転する以前に，対象を思い浮かべること自
体が難しい。心的回転に限らず，空間的思考やその訓
練は，視覚的イメージを使うことが多い。幼児や児童
を対象にしたアファンタジアの研究は国内外でまだ行
われていないが，成人と同程度の割合で存在するなら
ば，空間的な訓練場面だけでなく，保育や教育場面に
おいても，アファンタジアの子どもに対する配慮や支援
が必要になるであろう。
　最近の「空間認知の発達」の山の風景は，今後の
課題で述べたように変わりつつある。登ってみようと
思う人が増え，関連する論文数の変化が，1970年代か
ら2050年代にかけて，U字型を描くことを願っている。
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